
UVSOR ユーザー各位 

***** Activity Report について***** 

 施設では UVSOR を利用して行われた研究の概要を毎年 Activity Report として出版してい

ます。(研究のアブストラクト的なものですので、詳しい内容は専門誌に投稿してくださ

い。)Activity Report の様式は、以下の通りです。(詳細については毎年 1 月中旬に施設ニュ

ースおよびホームページに掲載してお知らせします。) 

・提出していただくファイル： 

(1)図や表が全て配置された原稿とデータシートのMS-WORDファイルと、 

(2)原稿中に使用した図の画像ファイル 

MS-WORDファイルの名前は、第一著者の名前を用いて下さい（例：author.doc,  

author1.doc）。図のファイル名は、原稿中の図番号と同じ名前をファイル名に用いて下さい 

（例：fig1.org, fig2.pxp）。 

テンプレートを用意しています。 

・分類番号： 

1: Accelerators and Instruments   (加速器、放射線、ビームライン、実験装置開発など） 

2: Material Sciences   （固体物理、材料開発など） 

3:Chemistry  （気相または液相の原子・分子・クラスターを対象とした研究やオペランド計

測） 

4: Surface, Interface and Thin Films  （表面および界面、薄膜物性など） 

5: Life, Earth and Planetary Sciences  （生物、医学、地球科学など） 

 

 UVSORで行った実験で専門誌に発表された論文は、随時 

別刷り2部(残部が少ない場合はコピーでも可)をUVSOR事務室宛郵送してください。その際

e-mail にてuvsor@ims.ac.jp 宛 著者、論文の題名、雑誌名、ページをお送りください。PDF

にて添付可能です。 

 

 ActivityReport と一緒に論文を提出される場合は別途施設ニュース、ホームページ掲載指

示に従って提出をお願いします。 

UVSOR 施設 


